



























































































































































































































































































































































































ἦν ό λογος）における「はじめに」（ἐν ἀρχῃ）、そしてまた『旧訳聖書』「創世記」冒頭句（ギリシ
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味の真理を承認しない訳にゆかない



































































































































































































































































が「またしても、またしても」（π ά λ ι ν  κ α ì  π ά λ ι ν ）という仕方で繰り返し「再生」
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＊EwigeWiederholung:DieStrukturderZeit inMetempsychoseundPalingenesie, in ;



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































ingenesie,in;Wandel zwischen den Welten.PeterLangVerlag,Frankfurt
amMain,2002.
＊「輪廻と再生─永遠回帰の時間構造」（小浜善信ほか編『哲学は何を問うべ
きか』晃洋書房、2005年）
　なお、本稿は、拙著『九鬼周造の哲学─漂泊の魂』（昭和堂、2006年）の第
４章「時間と永遠─「日本詩の押韻」、「形而上学的時間」」および第５章「遊戯
する神─『偶然性の問題』」をベースにしているが、その内容を再検討し、偶然論、
押韻論、時間論の関係をより明確にしようとした。また本稿は、平成23年度
科学研究費補助金基盤研究（2）［課題番号：22320005］［研究課題名：日本近代
哲学の特質と意義、およびその発信の可能性をめぐって］による研究成果の一
部である。
 2011年9月30日　
